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サ
ブ
（
副
）
プ
ラ
イ
ム
（
一

級
）
ロ
ー
ン
と
は
、
言
葉
の
と

お
り
一
級
に
次
ぐ
、
あ
る
い
は

一
級
で
な
い
極
め
て
信
用
度
の

低
い
低
所
得
者
層
に
対
す
る

ロ
ー
ン
で
あ
り
、
と
く
に
長
期

間
に
わ
た
る
住
宅
ロ
ー
ン
を
い

い
ま
す
。
そ
の
住
宅
ロ
ー
ン
を

さ
ら
に
抵
当
担
保
証
券
と
い
う

金
融
証
券
に
変
え
、
そ
の
リ
ス

ク
を
金
融
工
学
に
よ
る
リ
ス
ク

分
散
と
格
付
会
社
の
お
墨
付
き

に
よ
る
ペ
テ
ン
行
為
で
世
界
の

金
融
市
場
に
売
り
出
し
た
の
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
で

は
、
2
0
0
6
年
ま
で　

年
間

10

の
住
宅
バ
ブ
ル
を
生
み
出
し
、

さ
ら
に
高
騰
し
た
住
宅
を
担
保

に
し
た
自
動
車
等
の
耐
久
消
費

財
の
ア
メ
リ
カ
特
需
が
生
ま
れ
、

日
本
を
筆
頭
に
輸
出
国
は
好
景

気
に
沸
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
態
価
格
と
大
幅
に
乖
離
し
た

住
宅
価
格
が
い
つ
ま
で
も
続
く

は
ず
は
な
く
、
ま
た
リ
ス
ク
の

分
散
や
格
付
と
言
っ
て
も
リ
ス

ク
が
消
滅
し
た
も
の
で
は
な
く
、

た
ち
ま
ち
に
世
界
金
融
大
恐
慌

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
回
日

本
の
金
融
市
場
で
は
、
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
よ
る
リ
ス
ク

は
極
め
て
小
さ
く
、
そ
の
こ
と

が
結
果
と
し
て
円
高
を
引
き
起

こ
し
、
さ
ら
に
輸
出
に
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
輸
出
に
依
存
し
た

経
済
・
産
業
構
造
の
問
題
点
は

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
改

め
て
今
回
の
こ
と
で
そ
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
政

府
・
与
党
で
も
ま
た
経
済
界
で

も
景
気
対
策
、
内
需
拡
大
策
が

言
わ
れ
、
大
型
補
正
予
算
が
国

で
も
県
で
も
再
三
に
わ
た
り
議

論
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
９
９
回
兵
庫
県
議
会
は
、

平
成　

年
２
月　

日
か
ら
３
月

２１

１８

　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
り

２４

３５

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の　

日
、
２
０
０
９

１８

年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
等
が
提

案
さ
れ
、
知
事
は
、
緊
急
経
済

雇
用
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
、

行
財
政
構
造
改
革
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
、
新
時
代
の
兵
庫

づ
く
り
へ
の
道
筋
を
確
か
に
し

て
い
く
こ
と
を
基
調
と
し
て
、

新
年
度
の
県
政
施
策
と
諸
事
業

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
二
期
７

年
８
カ
月
を
、
一
期
目
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
旧

復
興
の
総
仕
上
げ
、
ま
ち
や
く

ら
し
、
経
済
の
再
建
、
雇
用
の

確
保
、
減
災
対
策
な
ど
の
災
害

対
策
、
高
齢
者
対
策
な
ど
、
兵

庫
の
復
興
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

二
期
目
は
、「
元
気
で
安
全
安

心
の
兵
庫
」
を
め
ざ
し
、
総
合

的
な
少
子
対
策
、
地
域
安
全
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
復
帰
や
体
験
型
環
境
教

育
の
推
進
な
ど
の
環
境
の
保
全

と
創
造
、
産
業
集
積
条
例
等
に

よ
る
産
業
立
地
の
促
進
と
科
学

技
術
の
振
興
、
地
域
個
性
を
生

か
し
た
交
流
の
活
性
化
等
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
総
括
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
今
、
世
界
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
ア

メ
リ
カ
一
極
構
造
か
ら
多
極
構

造
へ
多
様
性
の
発
揮
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
も
一
極

集
中
に
よ
る
脆
弱
性
へ
の
懸
念

が
強
ま
り
、
地
域
の
多
様
性
の

発
揮
が
求
め
ら
れ
、
兵
庫
も
今
、

大
震
災
か
ら
の
普
及
復
興
の
ス

テ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
、
新
た
な

兵
庫
づ
く
り
へ
の
道
を
歩
み
始

め
た
と
し
、
三
期
目
へ
の
出
馬

宣
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
期
目
の
課
題
と
し
て
、
そ

の
一
に
、
緊
急
経
済
雇
用
対
策
、

そ
の
二
に
、
行
財
政
構
造
改
革

の
着
実
な
推
進
、
そ
の
三
に
、

直
面
す
る
少
子
化
、
高
齢
化
、

都
市
と
農
村
と
の
格
差
是
正
な

ど
の
地
域
課
題
へ
の
対
応
、
そ

の
四
に
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
と
し
て
、
時
代
潮
流
の
変
化

を
踏
ま
え
た
新
た
な
道
筋
を
描

き
、
総
人
口
の
減
少
と
少
子
高

齢
化
、
地
域
偏
在
と
い
う
量
、

質
両
面
か
ら
の
人
口
構
造
の
変

化
へ
の
対
応
、
世
界
化
が
進
展

す
る
中
で
の
兵
庫
の
役
割
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
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内
需
拡
大
と
し
て
、
農
業
へ

の
新
規
参
入
や
医
療
・
介
護
職

場
の
人
的
・
労
働
環
境
の
整
備

な
ど
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

井
戸
知
事
の
三
期
目
の
課
題
も

ま
た
そ
の
と
お
り
で
す
。
少

子
・
高
齢
・
過
疎
、
都
市
と
農

村
の
格
差
、
地
方
の
商
店
街
の

衰
退
、
東
京
一
極
集
中
な
ど
で

す
。
ま
た
こ
こ
で
忘
れ
て
い
け

な
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
特
需
と

軌
を
一
に
し
て
日
本
で
は
、
小

泉
改
革
（
三
位
一
体
改
革
、
市

町
村
合
併
等
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
内
需
拡
大
と
は
、
地
域
産

業
の
構
築
、
地
域
循
環
型
経
済

の
構
築
を
基
本
と
し
た
新
た
な

農
林
業
・
商
店
街
の
創
造
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
の
食
糧
自
給
率
は
、

　

％
で
す
。
播
磨
・
但
馬
･
丹

17波
･
摂
津
・
淡
路
の
五
国
か
ら

な
る
豊
か
な
自
然
条
件
を
持
っ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
播
磨
･

神
崎
郡
は
大
消
費
地
の
阪
神
・

姫
路
地
域
に
隣
接
を
し
、
し
か

も
交
通
ア
ク
セ
ス
も
整
っ
て
い

ま
す
。
十
分
に
農
業
を
基
盤
と

し
た
地
域
作
り
が
可
能
と
考
え

ま
す
。
そ
の
参
考
と
し
て
、
九

州
宮
崎
県
の
視
察
を
報
告
い
た

し
ま
す
。
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宮
崎
市
の
西
約　

�
に
位
置

２０

し
、
人
口
７
４
０
０
人
、
総
面

積
９
５
０
０　

、
う
ち
国
有
林

ha

４
２
０
０　
 
を
含
む
７
６
０

ha

０　

を
森
林
が
占
め
、
耕
地
面

ha
積
は
７
４
０　

の
町
で
す
。
町

ha

の
北
西
部
に
は
、
３
４
０
０　
ha

と
い
う
国
内
最
大
規
模
の
照
葉

樹
（
カ
シ
、
シ
イ
、
ツ
バ
キ
な

ど
の
常
緑
広
葉
樹
）
の
自
然
林

が
今
な
お
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
一
帯
は
、
昭
和　
５７

年
に
九
州
中
央
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
、
照
葉
樹
林
の
森
か
ら

の
湧
水
は
「
名
水
百
選
」
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
の
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
は
、
国
内
最
大
規
模
の
照

葉
樹
林
地
帯
（
国
有
林
）
の
伐

採
計
画
を
住
民
運
動
で
阻
止
し

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和　

年
に
は
、「
綾
町
の
自

５０

然
を
守
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

自
然
生
態
系
農
業
に
こ
だ
わ
る

こ
と
で
、
文
字
ど
お
り
農
業
を

基
幹
産
業
に
押
し
上
げ
、
恵
ま

れ
た
自
然
を
背
景
に
、「
照
葉

樹
林
都
市
・
綾
」
を
基
調
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
、
随
時
、
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

綾
町
の
自
然
生
態
系
農
業
は
、

昭
和　

年
に
「
健
康
で
住
み
や

48

す
い
町
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
、
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
に
よ

る
健
康
な
食
生
活
を
め
ざ
し
、

野
菜
の
種
子
の
無
料
配
布
と
一

坪
菜
園
を
奨
励
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
土
づ
く
り
の

基
本
で
あ
る
有
機
質
肥
料
の
確

保
の
た
め
、
し
尿
を
液
肥
化
す

る
自
給
肥
料
供
給
施
設
、
家
畜

糞
尿
の
堆
肥
化
施
設
、
家
庭
の

生
ゴ
ミ
と
畜
産
廃
棄
物
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
有
効
活
用
す
る
生
活

雑
廃
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
施
設
な

ど
を
設
置
し
ま
し
た
。
昭
和　
６３

年
に
は
、
全
国
に
先
が
け
て

「
自
然
生
態
系
農
業
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
自

然
生
態
系
農
業
の
基
準
の
設
定

と
審
査
方
法
、
審
査
結
果
に
よ

る
認
証
方
法
な
ど
、
綾
町
が
責

任
を
持
っ
て
健
康
な
野
菜
を
提

供
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
近

在
の
市
町
だ
け
で
な
く
、
全
国

の
生
協
（
札
幌
・
東
京
・
横

浜
・
長
野
・
大
阪
・
京
都
・
兵

庫
・
福
岡
・
鹿
児
島
）
と
の
取

引
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
農
家

１７

戸
数
は
約
６
０
０
戸
、
専
業
農

家
２
１
５
戸
で
あ
り
、
そ
の
農

業
生
産
額
は
、
米
１
億
８
千
万

円
、
果
樹
２
億
３
千
万
円
、
野

菜
（
主
に
キ
ュ
ウ
リ
）　

億
円
、

１６

畜
産　

億
５
千
万
円
な
ど
、
総

１４

額　

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
０
９
年
３
月　

日
〜　

２６

２７

日
の
日
程
で
宮
崎
県
を
訪
れ
、

自
然
と
農
業
に
よ
る
地
域
づ
く

り
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

観
光
産
業
の
展
開
等
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。



�

　

そ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
全
国

か
ら
「
住
み
た
い
・
暮
ら
し
た

い
町
」
と
し
て
、
陶
芸
・
木
工

芸
・
竹
細
工
・
ガ
ラ
ス
工
芸
・

染
色
織
物
な
ど
約　

の
工
房
が

４０

生
ま
れ
、
多
く
の
工
芸
家
等
が

移
り
住
む
な
ど
、
昭
和　

年
頃

５５

か
ら
人
口
は
減
少
が
止
ま
り
微

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
り
込

み
客
数
も
、
年
間
１
０
０
万
人

を
超
え
、
特
に
、
照
葉
大
吊
橋
・

照
葉
樹
林
文
化
会
館
、
酒
泉
の

杜
が
観
光
客
の
大
幅
増
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
自
治

公
民
館
活
動
等
が
大
き
な
推
進

力
と
な
っ
て
、
積
極
的
な
住
民

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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社
長
の
新
福
氏
が
、
昭
和　
５１

年
に
脱
サ
ラ
を
し
て
、
両
親
が

や
っ
て
き
た
和
牛
生
産
と
園
芸

の
複
合
経
営
に
参
加
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
（
従
業
員

３
人
）。
昭
和　

年
に
、
売
り

６２

上
げ
増
に
伴
い
、
組
織
と
し
て

の
経
営
管
理
の
明
確
化
を
図
る

た
め
、
法
人
化
し
ま
す
（
従
業

員　

人
）。
平
成
７
年
に
は
、

１２
新
規
就
農
者
を
社
員
と
し
て
採

用
す
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産

法
人
に
組
織
変
更
し
、
法
人
の

認
定
農
業
者
と
し
て
認
可
さ
れ

ま
す
。
平
成
８
年
に
は
、
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
作
業
日
報
の
記
帳
、

栽
培
管
理
と
計
画
的
な
作
付
け

及
び
経
費
管
理
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。
平
成　

年
に
は
、
新
社

１０

屋
の
建
設
、
出
荷
施
設
及
び
2

次
加
工
場
を
新
設
し
、
自
前
営

業
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
平
成

　

〜　

年
に
か
け
て
、
地
域
資

１１

１４

源
の
有
効
利
用
と
環
境
保
全
型

農
業
、
有
機
栽
培
の
強
化
を
図

り
ま
す
。
平
成　

年
に
は
、
６

１５

次
産
業
化
（
総
合
活
用
型
直
売

所
・
農
場
・
加
工
場
建
設
計
画

立
案
）、
情
報
公
開
、
大
手
量
販

店
と
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
新
規
取
引
を
開
始
し

ま
す
。
平
成　

年
は
、
輸
出
元

16

年
で
あ
り
、
守
り
か
ら
攻
め
・

日
本
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
国
際
化
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
様
々
の
賞
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
受
賞
、
認
定
、
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
従
業
員
は
約　

名
で
、

６０

慶
応
や
早
稲
田
出
身
者
も
多
く
、

数
年
後
に
は
独
立
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
新
福
イ
ズ
ム
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
全
国
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
情
報
の
共

有限会社新福青果

（
有
）
新
福
青
果
の
企
業
的
農
業
経
営
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東
国
原
知
事
の
誕
生
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、

誕
生
以
前
か
ら
「
食
料
供
給
県

み
や
ざ
き
」
が
長
年
に
わ
た
り

支
え
て
き
た
「
生
産
者
の
地
道

な
努
力
」
に
関
し
て
、
宮
崎
県

農
政
企
画
課
の
「
み
や
ざ
き
ブ

ラ
ン
ド
」
に
こ
だ
わ
る
哲
学
的

な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

�
�
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宮
崎
県
内
で
肥
育
さ
れ
た
黒

毛
和
牛
の
う
ち
、
日
本
食
肉
格

付
協
会
が
定
め
る
格
付
基
準
の

肉
質
等
級
４
等
級
以
上
の
も
の
、

約　

％
の
み
を
認
証
。

４０
�
�
�
�
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自
然
に
落
下
す
る
ま
で
樹
上

完
熟
さ
せ
た
、
と
く
に
食
味
・

外
観
に
優
れ
、
経
済
連
が
定
め

る
県
統
一
基
準
を
満
た
す
も
の

で
、
品
位
「
青
秀
」
以
上
、
階

級
「
２
L
」
以
上
（
３
５
０
ｇ

以
上
）、
糖
度
「　

度
」

１５

以
上
の
果
実
、
約　

％
１５

の
み
を
認
証
。
も
ち
ろ

ん
残
留
農
薬
検
査
も
実

施
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
全

体
の
約　

％
、
約　

％

４０

１５

と
い
う
厳
し
い
基
準
で

本
物
の
み
を
「
み
や
ざ

き
ブ
ラ
ン
ド
」
と
認
証

す
る
こ
と
で
、
商
品
全

体
の
格
付
・
価
格
が

ア
ッ
プ
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
残
留
農
薬
の

検
査
体
制
と
し
て
、
県
総
合
農

業
試
験
場
で
開
発
し
た
２
時
間

で
多
種
類
の
農
薬
（
現
在
２
９

０
種
類
）
を
一
度
に
分
析
可
能

な
検
査
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

産
地
自
主
検
査
で
は
全
国
最
大

規
模
の
残
留
農
薬
検
査
体
制
を

確
立
し
て
い
ま
す
（　

年
度
／

１９

４
４
１
２
検
体
を
実
施
）。
さ

ら
に
、
平
成　

年
４
月
に
最
新

２０

鋭
の
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置

（
２
億
８
千
万
円
）
し
、
さ
ら

な
る
シ
ス
テ
ム
充
実
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
と
決
定
的
に

違
う
の
は
、
県
が
販
促
ま
で
関

わ
っ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
国
原
知
事
が
誕
生

し
て
、
今
で
は
相
手
方
か
ら
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て

声
が
か
か
っ
て
く
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
宮
崎
県
農
政

企
画
課
の
み
な
さ
ん
方
の
こ
だ

わ
り
と
情
熱
の
結
果
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
安

全
・
安
心
で
質
の
高
い
農
産
物

を
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
公
開
す
る

こ
と
で
、
現
在
は
取
引
が
拡
大

す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
従

来
の
仲
買
な
ど
の
中
間
マ
ー
ジ

ン
を
省
く
こ
と
で
収
益
増
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
に
生
産
性
の
高

い
日
本
の
農
業
技
術
が
今
ま
で

伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
I
T
業
者
と
農
業
技
術

の
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
面
白
い
こ
と
に

は
、
新
産
業
創
出
「
自
動
車
産

業
と
の
地
方
資
源
の
活
用
」
と

し
て
、
植
物
資
源
の
工
業
的
利

用
な
ど
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
移
動
式
の
水
洗
ト

イ
レ
・
日
射
病
を
避
け
る
休
憩

施
設
な
ど
、
従
業
員
の
労
働
環

境
の
改
善
に
も
取
り
組
む
と
と

も
に
、
農
業
で
は
珍
し
く
日

曜
・
祭
日
は
休
日
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
賃
金
水
準
も
県
内

企
業
と
比
較
し
て
も
高
い
方
で

あ
り
ま
す
。
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新
福
青
果
の
拠
点
、
都
城
市

で
は
、
農
地
の
奪
い
合
い
と

な
っ
て
お
り
、
新
福
青
果
の
農

場
も
点
在
し
て
お
り
、
移
動
に

よ
る
時
間
の
ロ
ス
、
燃
料
の
ロ

ス
が
大
き
く
、
農
地
の
集
約
化

が
一
大
条
件
で
す
。

　

そ
の
点
に
お
い
て
限
界
集
落

は
農
地
の
集
約
は
容
易
で
あ
り
、

ま
た
地
域
に
雇
用
と
経
済
的
条

件
を
も
た
ら
し
、
一
石
二
鳥
と
、

近
々
限
界
集
落
に
拠
点
農
場
を

建
設
す
る
こ
と
を
町
長
と
も
協

議
済
み
だ
そ
う
で
す
。

霧島酒造

宮崎県庁
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幹事団会議：県庁、福崎警察年末特別警戒発隊式１２月１日

幹事団当番：県庁２日

議員団議会改革検討委員会（事務局長：上野）：県庁３日

議会（第１日）・幹事会議・議員団総会・政務調査会長会：県庁４日

地域政策懇話会：姫路総合庁舎５日

政務調査会（意見書）：県庁８日

議会（第２日・代表質問）・幹事会・議員団総会・政務調査会（関西広域連合）：県庁９日

議会（第３日・一般質問）・政務調査会長会：県庁１０日

議会（第４日・一般質問）・幹事団会議・議員団総会・議員団議会改革検討委員会１１日

健康福祉常任委員会・政務調査会長会・政務調査懇話会：県庁１２日

反対討論資料作成：県庁１５日

議会（第５日・最終日・表決）幹事団会議・議員団総会：県庁、森林審議会：神戸１６日

健康福祉常任委員会・与党会派連絡会（病院局・産業労働・警察）：県庁１８日

精神保健衛生研究会現地研修会：障害者支援センター「てらだ」、東加古川病院１９日

与党会派連絡会（農政環境・教育委員会・企業庁・企画県民・健康福祉・県土整備）２２日

連合姫路新春の集い：姫路１月６日

福崎町新年交礼会９日

神河町商工会新年交礼会１０日

神河町成人式・市川町消防団初出式・市川町成人式１１日

政務調査会（各部局新年度予算について）：県庁１３日

政務調査会（各部局新年度予算について）：県庁１４日

政務調査会（各部局新年度予算について）・議会改革検討委員会：県庁１５日

健康福祉常任委員会・幹事団会議・議員団総会・政務調査会（老人福祉計画）：県庁１６日

班別管外調査（長崎・諫早湾干拓事業、雲仙普賢岳外）１９～２０日

諫早湾の干拓事業については賛否の意見があるが、現地をみて初めてスケールの大きさに
驚いた。地元にとっては大変大きな経済対策、とりわけゼネコン行政が批判されるものと
思う。しかし、調査団の感想は、ここまできたものを元に戻すことはむしろ経費がかかっ
たり、新たな問題を起こすように感じた。また、優良な農地の造成と大規模農業経営、湾を
横断する道路はバイパス道路としての機能と新たな観光スポットを生み出している。

つぶやき

健康福祉常任委員会管内調査（但馬・丹波県民局管内）２１～２３日

連合政策研修会：姫路夢前会館２４日

自主防災リーダー研修会・中播磨安全の日のつどい：市川町２５日

健康福祉常任委員会：県庁２６日

幹事団当番：県庁２７日

福崎町技官との協議２８日

臨時議会（補正予算）・健康福祉常任委員会・幹事団会議・議員団総会：県庁３０日

幹事団当番・幹事団会議：県庁、知事との意見交換会：神戸２月２日

議員団グループ管外調査（北海道：教育・議会改革・夕張市の現状）３～５日

����������
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福崎土木事務所との協議２月６日

中播磨ビジョン推進フォーラム：市川町８日

神崎郡人権啓発大会：神河町１１日

幹事団会議・議員団総会・当局予算説明会：県庁１２日

幹事団当番・幹事団会議：県庁１６日

健康福祉常任委員会：県庁１７日

議会（第１日）・幹事団会議・議員団総会：県庁１８日

地域政策懇話会：中播磨総合庁舎１９日

市川マラソン：市川町、県政さわやかトーク：神河町（銀の馬車道交流館・難波邸）２２日

議会（第２日）・幹事団会議・議員団総会：県庁２３日

議会（第３日・代表質問）：県庁、市川町下牛尾道路懇談会２４日

議会（第４日・一般質問）・議員団総会：県庁２５日

議会（第５日・一般質問）：県庁２６日

議会（第６日・一般質問）・議員団総会・政務調査会長会：県庁２７日

健康福祉常任委員会・幹事団当番・幹事団会議：県庁３月２日

議会（第７日・補正予算表決）・幹事団会議・議員団総会：県庁３日

予算委員会４～１８日

振り古川河川改修について：谷公民館４日

老人大学神崎・福寿学園終了式：福崎５日

幹事団当番・幹事会会議：県庁６日

神崎郡駅伝大会：神河町８日

政務調査会長会：県庁９日

予算委員と幹事団協議：県庁１１日

県外郭団体花博・公園協会整理統合問題協議：県庁１３日

幹事団当番・政務調査会長会：県庁１６日

福崎農業改良普及所現地並びに事務調査：福崎・市川１７日

議会（第８日）・健康福祉常任委員会・幹事団会議・議員団総会：県庁１９日

健康福祉常任委員会：県庁２３日

議会（最終日）・議員定数等調査特別委員会・幹事団会議・議員団総会：県庁２４日

古参議員が圧倒的な中で、上野　特別委員会員に！つぶやき

議員団グループ管外調査（宮崎・熊本）２６～２７日

農業問題と観光政策について（２頁目から詳細報告！）つぶやき

南小田県民交流広場事業竣工式：神河町２９日

神崎郡理容衛生組合総会：福崎保健所３０日

新旧幹事団会議３１日

昨年に続き、上野　政務調査会副会長に！つぶやき


